
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　

フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部
ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞
リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物
タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

た
だ
い
ま

No.２３２

２２Kami
２０２６年１０月号

郭

涛
（
グ
オ
・
タ
オ
）

中
国
／
湖
北
省

私
は
、
中
国
出
身
の
グ
オ
・
タ

オ
で
す
。
高
知
工
科
大
学
博
士
後

期
課
程
で
、
シ
ス
テ
ム
工
学
を
専

攻
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
故
郷
は
湖
北
省
黄
岡
市
で
、

景
勝
地
の
東
坡
赤
壁
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
北
宋
時
代
の
著
名
な
詩
人

で
あ
る
蘇
軾
ゆ
か
り
の
地
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
蘇
軾
は
代
表

作
『
赤
壁
賦
』
の
中
で
、
「
寄
蜉

蝣
於
天
地
，
渺
滄
海
之
一
粟
」

（
天
地
の
間
に
生
き
る
人
間
は
、

ま
る
で
蜉
蝣
の
よ
う
に
は
か
な
く
、

広
大
な
海
に
浮
か
ぶ
一
粒
の
粟
の

よ
う
に
小
さ
い
存
在
で
あ
る
）
と

い
う
有
名
な
一
節
を
残
し
ま
し
た
。

　

留
学
前
の
私
は
、
中
国
で
将
来

ど
の
よ
う
な
道
を
歩
む
べ
き
か
に

つ
い
て
、
半
年
近
く
考
え
続
け
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
よ
り
広
い

世
界
を
見
て
、
自
分
自
身
の
人
生

の
答
え
を
見
つ
け
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
日
本
へ
の
留
学
を
決
意

し
ま
し
た
。

　

今
は
、
香
美
市
で
の
生
活
を
と

て
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
豊
か
な

自
然
と
穏
や
か
な
環
境
の
お
か
げ

で
、
長
年
の
都
会
生
活
の
中
で
抱

い
て
い
た
焦
り
や
落
ち
着
か
な
い

気
持
ち
が
、
少
し
ず
つ
癒
や
さ
れ

て
い
ま
す
。
香
美
市
で
の
暮
ら
し

は
と
て
も
シ
ン
プ
ル
で
す
が
、
私

に
穏
や
か
な
安
心
感
を
与
え
て
く

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
で
多

く
の
親
切
な
人
々
と
出
会
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
高
知
で
最
も
幸

せ
な
思
い
出
は
、
運
転
免
許
取
得

の
た
め
に
教
習
所
へ
通
っ
て
い
た

時
で
す
。
そ
の
頃
、
桜
が
咲
き
誇

る
季
節
を
過
ご
し
な
が
ら
、
人
生

の
中
で
大
切
な
人
た
ち
と
出
会
う

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

私
の
将
来
は
、
こ
れ
か
ら
も
シ

ン
プ
ル
で
、
忙
し
い
日
々
が
続
く

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ

の
よ
う
な
日
々
で
あ
っ
て
も
、
小

さ
な
幸
せ
に
満
ち
た
人
生
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
香
美
市
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
温
か
さ
と
思
い
や
り
に
心
よ

り
感
謝
し
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

◆
香
美
市
防
犯
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
名
前
が
決
定
！

　

香
美
地
区
地
域
安
全
協
会
で

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
防
犯
活

動
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
く
た
め
、
防
犯
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
を
作
成
し
、
そ
の
名
前
を
募

集
し
ま
し
た
。

　

名
前
は
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

の
中
か
ら
選
考
の
結
果
、
「
ゆ

ず
ま
ろ
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

採
用
さ
れ
た
山
田
高
校
２
年
生

の
田
中
維
知
さ
ん
に
は
、
表
彰

状
と
副
賞
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
「
ゆ
ず
ま
ろ
」
が
、

地
域
に
親
し
ま
れ
な
が
ら
、
防

犯
意
識
の
向
上
や
犯
罪
被
害
防

止
の
呼
び
か
け
に
活
躍
し
て
い

き
ま
す
。
な
お
、
防
犯
ス
テ
ッ

カ
ー
は
香
美
地
区
地
域
安
全
協

会 (

南
国
警
察
署

香
美
庁
舎
内)

で
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

掲　

示　

板

(山田高校マンガ部)

◆
親
子
、
家
族
で
バ
ド
っ
ち
ゃ
お

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
）

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
一
緒
に
楽

し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
！

初
め
て
で
も
大
丈
夫
で
す
！

　

午
前
は
初
心
者
向
け
で
、
未

経
験
の
方
や
お
子
さ
ん
（
年
長

ク
ラ
ス
以
上
）
、
そ
の
ご
家
族

を
対
象
に
、
ラ
ケ
ッ
ト
の
握
り

方
か
ら
て
い
ね
い
に
教
え
ま
す
。

午
後
は
経
験
者
向
け
で
、
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
講
習
会
や
練
習
試
合

を
行
い
ま
す
。
詳
細
や
お
申
し

込
み
に
つ
い
て
は
、
左
の
Ｑ
Ｒ

か
ら
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
友
だ
ち

追
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

参
加
無
料

※

こ
の
教
室
は
、
香
美
市
提
案
型
市

民
主
役
事
業
（
香
美
市
合
併
20
周

年
記
念
事
業
）
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ

ー
ス
」
の
採
択
事
業
で
す
。

【
日
時
】
12
月
27
日 (

日)

９
時
～
12
時
／
13
時
～
17
時

２３ Kami
２０２６年１０月号

山
高田

校 のリ
アル

　香美市のみなさん、こんにちは！山田高校グロー

バル探究科（Ｇ探）です。今回も８月号に引き続き

本学科３年生の小原海月さんに焦点を当てたいと思

います！ひと夏のフランス留学に赴いた海月さんで

すが、留学先では「探究学習」と「異文化理解」と

いう二つの柱を立てて過ごしました。今月は「異文

化理解」の面についてご紹介します。

　フランスに到着してすぐ、広い空港内で言葉もわ

からず途方に暮れかけたそうですが、近くにいた日

本人家族に声をかけ、入国審査と手荷物受取の場所

に連れて行ってもらったそうです。生きる力にあふ

れていますね！２日目はホームステイ先の家族（昨

年、本校に留学していたエミーちゃんご一家）とパ

リの名所をまわるピクニックに。歩いた距離はまさ

かの１２キロ！すごい距離ですが、街がオシャレす

ぎてまったく苦にならなかったそうです。

　折に触れ、さまざまな場所に連れて行ってもらっ

た海月さん。エッフェル塔や凱旋門、ベルサイユ宮

殿、ルーブル美術館、オペラ座など、主要な名所は

ほとんど見たのではないでしょうか？また、世界最

大規模の地下墓地「カタコンブ・ド・パリ」では、

６００万人分ともいわれる遺骨を目の当たりにし、

歴史と人間について考えることができたそうです。

No. 0２０No. 0２０

山
田
高
校
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

◀
『
ぺ
ん
た
ん
』

｢

ゆ
ず
ま
ろ｣ 

の

防
犯
ス
テ
ッ
カ
ー

▲ エッフェル塔を
つまむ海月さん

▲ エミーちゃんの
ご家族と

▲ フランスの友人たちと
バドミントン♪ ▲ 公式ＬＩＮＥ

　 はこちら

▲ 室戸岬にて撮影

と
う
は
せ
き
へ
き

　また、現地の方とも大いに交

流しました。エミーちゃん家族

との交流はもちろん、エミーち

ゃんの幼馴染や友達と、カラオ

ケやゲーム、スポーツで盛り上

がったり、一緒に美術館を探検

したり、言葉はうまく通じなくても、笑い合う時間

を共有できたそうです。食文化の交流では、フラン

スのチーズの食べ比べやラクレット（チーズを使っ

た郷土料理）を味わったり、逆に海月さんが日本食

のそうめんとお好み焼きをふるまったりして、とて

も喜んでもらえたそうです♪

　約１カ月の留学の中で、毎日たくさんの新しいこ

とを知り、考え、積み重ねていった海月さん。頭と

心に飛び込み続ける情報を整理してつなぎ合わせ、

意味や筋道を見つけ出し、「経験」という箱の中に

収めていく作業にはとても時間がかかったと思いま

すが、楽しみながら少しずつ整理していってもらえ

たらと思います。(グローバル探究科 学科長　濱﨑)

◀
『
ぺ
ん
た
ん
』

【
場
所
】
土
佐
山
田
体
育
館

【
問
い
合
わ
せ
先
】

Ｆ
Ｂ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

☎
52
・
０
７
０
９

◆
テ
ニ
ス
参
加
者
募
集

　

土
佐
山
田
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
で

は
、
テ
ニ
ス
に
興
味
が
あ
り
、

一
緒
に
楽
し
む
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
会
員
は
11
名

（
硬
式
５
名
／
軟
式
６
名
）
で
、

平
均
年
齢
は
約
70
歳
で
す
。
会

社
を
リ
タ
イ
ア
し
た
方
な
ど
を

中
心
に
、
ど
な
た
で
も
大
歓
迎

で
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方

は
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

【
日
時
】

(

硬
式) 

毎
週
土
曜

13
時
～
17
時

(

軟
式) 

毎
週
日
曜

９
時
～
16
時

【
場
所
】

土
佐
山
田
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

【
会
費
】

・
年
会
費　

２
，
５
０
０
円

・
ビ
ジ
タ
ー　

２
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

土
佐
山
田
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ (

高
芝)

☎
52
・
０
１
２
２

「掲示板」のコーナーでは、個人・団体の皆

さんが掲載したい記事を随時募集していま

す。「催しごとの案内」「譲りたい・譲って

ほしい物｣ ｢団体のメンバーや仲間の募集」

など、この場でお知らせする情報がありま

したら、お気軽にお問い合わせください！

※ 掲載内容やスペースの都合により、掲載をお
　 断り、もしくは次月以降に掲載することがあ
　 りますので、あらかじめご了承ください。

※ 編集や校正、印刷期間の都合上、広報誌発行
　 の１カ月前には記事の原稿を締め切ります。
　 日時や申込期限が決まっている内容の掲載を
　 ご希望の場合は、お早めにご相談ください。

【問い合わせ先】☎０８８７－５３－３１１２

　総務課 総務係 (広報委員会事務局)

　　　掲載したい記事を
　　募集しています！！
　　 掲

皆さん
皆さん

からの
からの

そ
し
ょ
く

か
げ
ろ
う

広   

告
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